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教科　（工業）　　科目（工業技術基礎）　　　単位数：【４単位】

工業技術科　1年　　各担当者　旋盤：森下　　電気計測：飯島　　溶接：深谷　手仕上げ・鋳金：川口

工業技術基礎　（実教出版）

(1)人と技術と環境
(2)基礎的な加工技術
(3)基礎的な生産技術

ガイダンス(教科内容)

１．旋盤Ⅰ旋盤Ⅱ
２．電気計測
３．溶接
４．手仕上げ・鋳金

以上、４項目について
４班編成に分けローテーショ
ンでを行う

実習態度・作品の出来
具合・報告課題・出席
状況などを総合的に判
断し評価する

人と技術
・工業技術の発展が、人々に与えた効果や影響を説明できる。
・職業資格の内容とその有用性を理解する。
・作品を製作（制作）する上で、様々な発想技法を活用することができる。
・産業財産権や著作権等の工業技術に関係する法令の概略を理解する。
技術者の使命と責任
・実験・実習中の事故防止のための方法を具体的に説明できる。
・実験・実習報告書に必要な項目を記入し、期限までに提出することができる。
・日本の工業技術が果たしている国際貢献の内容を理解する。
・工業技術者は製品の製作や構造物の設計・施行等に関係する法令を遵守していることを理解
する。
・ＰＬ法が消費者保護の観点で制定された法律であることを理解する。
環境と技術
・工業技術が、地球環境の保全に果たしている役割について、その意義や必要性を理解する。
・資源の有効な利用の促進に関する法律の概要を理解し、その法律に基づき表示が義務付けら
れている、リサイクルに関する識別表示マークを説明できる。
・廃棄物の分類を通して、材料の特徴や再利用の方法を理解する。
形態を変化させる加工
・材料の特徴とその加工法を理解する。
・質量、容量、寸法などを測定する機器や器具の正しい使用方法を理解する。
・手仕上げの基礎的な作業を理解し、加工することができる。
・金属材料等の加工の内容を理解し、加工に応じた工作機械を選択することができる。
・切削加工等における主軸回転速度を計算することができる。
・ガス溶接の原理及び安全に作業ができる操作手順を理解する。
・アーク溶接の原理及び安全に作業ができる操作手順を理解する。
・部品や材料を工具と機器を活用して加工する方法を理解する。
性質を変化させる加工
・鋳造法の種類を理解する。
・鋳込みの作業手順を理解する。
生産の流れと技術
・作品を製作するために必要な部品・材料とその数量などを考え、それらを一覧表にすること
ができる。
・製作図面から、その加工法を理解することができる。
基礎的な分析及び測定技術
・測定値における誤差を理解し、測定値や計算値を適切な有効数値で表現することができる。
・測定値や計算値を国際単位系（ＳＩ基本単位・接頭語等）に基づいて適切に表現することが
できる。
・ＪＩＳに基づく製図の基礎的な知識を理解する。
・製作した作品の品質を調べる方法を理解する。
・製作した作品の特性について、各種試験を行い、グラフ等を用いて、説明することができ
る。
・スケールを適切に用いた外形寸法の測定方法を理解する。
・ノギスを適切に用いて、直径・内径・幅・深さなどを測定することができる。
・マイクロメータを適切に用いて、直径・幅などを測定することができる。
・電圧計、電流計、圧力計、温度計等の各種計測機器の使用方法を理解する。
・ＪＩＳに準拠した製作図面を描くことができる。
・製図に用いられる線の種類と用途を理解し、製作図面を読むことができる。
・ねじの呼びと寸法記入の方法を理解し、図示することができる。
・主な材料記号の意味を理解する。
・安全率の内容を理解し、設計に生かすことができる。

※以上をふまえ、以下の点について重点的に指導する。

東京都立府中工業高等学校

機械実習１・機械実習２　（実教出版）

【旋盤】
・旋盤作業の基礎・基本となる端面削り・外周削り・穴あけ・タッピング作業を機材の名称と
共に、安全に扱う方法を理解させる。
・旋盤加工の原理や切込みと送り量の関係を踏まえ、安全に仕上げる方法を理解させる。
・作品の各部寸法を計測させ、目標寸法との誤差を確認後、誤差の原因を考察させる。

【電気計測】
・電気についての基礎・基本の原理を理解させる。
・電気についての正しい計測方法を理解させる。
・電気工事用の工具の正しい使用方法を理解させる。
・電線の正しい結束の方法を理解せる。
・電気材料の識別を理解させる。

【溶接】
・ガス溶接おける理論と安全作業を理解し、装置を適切に取り扱うことができる。
・ガス切断の理論を学び、ガス切断ができる。
・被覆アーク溶接における理論と安全作業を理解し、装置を適切に取り扱うことができる。
・各溶接で突合せ、下向き重ね継手、T継手の溶接ができる。

【手仕上げ】
・工場内における安全作業法について理解し実践できるようにする。
・手仕上げ用工具について、種類・構造・使用方法・注意点について理解させる
・金属材料を用いて、工作工具によるケガキ・切断・鑢がけ・穴あけ・ねじきり作業を行いそ
の方法・安全に関する注意などを理解させ実践させる。

【鋳金作業】
・鋳金作業における安全作業を理解する。
・抜き勾配等の必要性を理解し木型を作成することができる。
・鋳型つくりに使用する工具の名称・使用法をしる。
・溶融した金属を用いて、安全に鋳込みをすることができる。
・金属の融解温度・金属の特徴を理解させる。
・鋳物製品の特徴・用途を理解させる。
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